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六
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室
で
、

本
年
度
第
一
回
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
蓮
事
務
総
長
よ
り
挨
拶
、
次
に
委
員
互
選
に
よ
り
、

委
員
長
に
松
濤
弘
道
師
（
浄
土
宗
）
、
副
委
員
長
に

鎌
田
良
昭
師
（
天
台
宗
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
今
秋
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
る
、
W
F

B
世
界
大
会
の
概
要
が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
対

応
が
協
議
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
各
委
員
か
ら
国
際
交
流
の
現
況
が
報
告
さ

れ
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

国際委員会（6月4日　於明照会館）

税
務
委
員
会
∵
…

税務委員会（6月11日　於明照会館）

　
明
照
会
館
会
議
室
を
会
場
に
、
六
月
十
一
日
午
後

二
時
か
ら
、
第
一
回
税
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
蓮
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、
委
員
互
選
に
よ
り
、

委
員
長
に
瀬
古
当
鬼
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
、
副

委
員
長
に
川
島
宏
之
師
（
高
野
山
真
言
宗
）
が
選
出

さ
れ
た
。

　
次
に
、
来
年
度
（
平
成
十
一
年
度
）
税
制
改
正
に

つ
い
て
対
応
が
協
議
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
改
定
宗
教
法
人
法
に
よ
る
、
備
付
・
提
出

書
類
に
つ
い
て
、
各
宗
派
、
団
体
作
成
の
書
式
見
本

を
も
と
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

仏
旗
・
バ
ッ
チ

　
　
頒
布
御
案
内

大
仏
旗
　
た
て
一
四
〇
㎝
×
よ
こ
一
＝
○
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
、
O
O
O
円

野
仏
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
O
O
O
円

小
仏
旗
　
た
て
七
〇
㎝
×
よ
こ
一
〇
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

手
旗
た
て
三
五
㎝
×
よ
こ
五
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
O
O
O
円

法
輪
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
〇
〇
円

仏
旗
バ
ッ
チ
　
ニ
㎝
×
四
・
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

法
輪
バ
ッ
チ
　
直
径
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
円

お
申
し
込
み

　
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

F電
A話X

OO
li
四四

七七
ll
三九

六七
〇五
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ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
七
月
三
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
第
二
回
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
先
般
L
D
T
よ
り
本
会
宛
に
送
付
さ
れ
た
、

マ
ヤ
堂
復
元
に
関
す
る
提
案
を
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、
委
員
会
と
し
て
の
意
向
を
改
め
て
具
体
的
に
文

書
化
し
、
早
急
に
先
方
へ
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
続
い
て
事
業
推
進
の
円
滑
化
の
た
め
、
予
算
措
置

に
つ
い
て
再
度
検
討
が
行
わ
れ
た
。

鑛

、
鷺

ルンビニー委員会（7月31日　於明照会館）

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

蓼勘麟縷欝1騨鞘，

研
究
会仏教とマルチメディア研究会

　　（6月30日　於明照会館）

　
六
月
三
十
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室

で
、
第
五
回
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
宗
教
衛
星
放
送
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ

り
現
況
が
報
告
さ
れ
、
各
宗
門
の
対
応
状
況
な
ど
が

委
員
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
委
貝
よ
り
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
化

等
に
つ
い
て
基
礎
的
な
理
解
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、

今
後
の
研
究
会
の
内
容
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。　
ま
た
、
各
宗
門
や
寺
院
で
の
事
務
処
理
の
O
A
化

の
現
状
な
ど
、
よ
り
実
務
的
な
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交

換
と
研
究
に
も
、
今
後
研
究
会
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
の
要
領
で
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
室
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す

が
、
現
在
、
宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
ず
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
◆
日
時
　
原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
～

　
◆
場
所
　
明
照
会
館
（
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
）

　
◆
予
　
約
　
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
（
〇
三
i
三
四
三
七
－
九
二
七
五
）
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顯
加
盟
団
体
訪
問

　　

@　
@　

更
生
保
護
法
人

　
こ
の
た
び
群
馬
県
仏
教
連
合
会
を
訪
問
し
、
過
外

一
雄
会
長
と
、
更
生
保
護
法
人
群
馬
県
仏
教
保
護
会

の
木
村
稔
主
幹
に
、
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

以
下
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
は
じ
め
に
群
馬
県
仏
教
連
合
会
の
概
要
に
つ
い
て

お
話
下
さ
い
。

　
群
馬
県
に
は
仏
教
系
の
宗
教
法
人
が
、
県
立
も
含

め
る
と
千
二
百
一
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
地
域
ご
と

に
三
十
一
支
部
に
分
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
群
馬
県
内
に
は
超
宗
教
の
連
合
団
体
で
あ
る
、

群
馬
県
宗
教
団
体
連
合
会
（
以
下
県
宗
連
）
が
あ
り
、

現
在
そ
ち
ら
の
会
長
職
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
県
宗
連
と
し
て
は
、
歳
末
募
金
、
隔
月
の

過外一雄会長

群
馬
県
仏
教
保
護
会

理
事
会
、
年
一
度
、
各
宗
教
ゆ
か
り
の
施
設
等
を
訪

問
見
学
す
る
「
先
進
地
視
察
」
な
ど
の
事
業
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
仏
教
連
合
会
と
し
て
は
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

宗
教
法
人
の
備
付
帳
簿
書
類
の
調
査
指
導
を
、
各
支

部
の
寺
院
を
会
場
に
、
現
在
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
日
本
仏
教
会
の
マ
ヤ
堂
復
元
事
業
や
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
際
し
て
の
救
援
金
な
ど
に
も

ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
仏
教
連
合
会
と
し
て
は
、
群
馬
県
仏
教
保

護
会
へ
の
協
力
援
助
が
事
業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
仏
教
保
護
会
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
大
正
天
皇
の
即
位
の
大
典
を
記
念
し
て
、
前
橋
市

内
の
有
志
寺
院
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
免
囚
保
護
事

業
が
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
三
年
、
群
馬
県
下

の
各
宗
寺
院
住
職
に
よ
っ
て
群
馬
県
各
層
連
合
協
会

が
設
立
さ
れ
、
現
在
地
で
本
格
的
な
免
囚
保
護
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
大
正
十
一
年
三
月
、
財
団
法
人
の
設
立
認
可
を
受

け
、
群
馬
県
仏
教
連
合
保
護
会
を
設
立
。
昭
和
十
五

年
七
月
に
、
財
団
法
人
群
馬
県
仏
教
保
護
会
と
改
称

し
ま
し
た
。
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
昭
和
四

十
三
年
に
少
年
寮
を
、
翌
四
十
四
年
に
鉄
筋
三
階
建

て
、
収
容
人
員
四
十
六
名
の
現
在
の
建
物
が
完
成
し

ま
し
た
。
群
馬
県
仏
教
連
合
会
の
事
務
所
は
こ
の
中

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
毎
月
五
十
名
以
上
収
容
し
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
一
年
、
収
容
定
員
を
四
十
名
と
し
、
ケ
ー

ス
毎
に
適
切
な
処
遇
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
三
年
に
は
、
職
員
宿
舎
が
隣

接
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
四
月
一
日
に
、
財
団
法
人
か
ら
更
生

保
護
法
人
に
改
組
、
社
会
福
祉
法
人
並
み
の
援
助
が

地
方
公
共
団
体
か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
仏
教
保
護
会
の
現
在
の
運
営
状
況
を
お
話
下
さ
い
。

　
職
員
は
悪
名
で
僧
籍
を
持
つ
人
が
一
人
お
り
ま
す
。

　
更
生
保
護
会
と
は
、
更
生
緊
急
保
護
法
に
基
づ
い

て
、
法
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
、
更
生
保
護
事
業
を

営
む
民
間
団
体
で
す
。
刑
期
満
了
な
ど
で
刑
務
所
を

出
所
し
社
会
復
帰
を
図
る
人
た
ち
、
執
行
猶
予
、
保

護
観
察
処
分
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
保
護
観
察
所
か
ら
委
託
を
受
け
、
宿
泊
場

所
や
食
事
を
与
え
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

一
日
も
早
く
社
会
復
帰
が
果
た
せ
る
よ
う
手
助
け
を

行
い
ま
す
。

　
収
容
者
は
、
前
橋
刑
務
所
だ
け
で
は
な
く
全
国
か

ら
来
ま
す
。
昨
今
は
外
国
籍
の
人
も
収
容
さ
れ
て
い

一4一
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ま
す
。
収
容
期
間
は
、
身
柄
の
拘
束
を
解
か
れ
た
日

か
ら
半
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
護
観

察
三
年
の
処
分
を
受
け
た
人
は
、
三
年
間
施
設
に
い

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
運
営
資
金
は
、
国
か
ら
の
委
託
金
の
他
、
群
馬
県

仏
教
連
合
会
の
会
員
の
方
々
か
ら
の
賛
助
会
費
、
会

費
の
中
か
ら
の
助
成
金
、
特
別
会
貝
の
方
々
か
ら
の

寄
付
金
を
充
て
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
更
生
保
護
婦
人
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

群
馬
県
下
に
は
六
千
名
の
会
員
が
い
ま
す
。
そ
の

方
々
か
ら
も
浄
財
が
寄
せ
ち
れ
ま
す
。
ま
た
各
地
区

の
会
員
の
方
に
、
四
季
を
通
じ
て
慰
問
に
お
い
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
社
会
の
母
」
と
し
て
の
こ
協

　　

@　

@　

Z
樋
羅
　
ゴ
．
蒸
糧
　
勧

　
　
　
　
　
　
鍵
、
　
　
　
　
　
　
　
蛇
、
鰹
観
　
　
皆

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@、

難
轍

漢関鍵鍵欝曝
群馬県仏教連合会・仏教保護会

個人面接による指導

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
仏
教
連
合
会
の
会
員
に
は
、
保
護
会
の
理

事
を
お
願
い
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
ま
た
会
員
に

は
、
近
隣
の
前
橋
刑
務
所
の
教
摺
師
を
務
め
る
方
も

お
り
ま
す
。
私
も
含
め
、
保
護
会
を
出
た
人
を
お
寺

に
住
み
込
ま
せ
、
お
墓
掃
除
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
家
族
同
様
に
面
倒
を
み
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
ご
苦
労
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
。

　
や
は
り
本
人
が
心
か
ら
幟
悔
し
、
更
生
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
が
な
い
ど
な
か
な
か
社
会
復
帰
は
難
し

い
よ
う
で
す
。
画
一
的
に
こ
う
し
た
施
設
を
出
て
、

き
ち
っ
と
社
会
で
働
け
る
ほ
ど
世
間
は
甘
く
は
な
い

か
ら
で
す
。
入
所
者
に
は
障
害
を
持
つ
人
も
い
ま
す

が
、
不
況
の
せ
い
も
あ
り
、
こ
う
し
た
人
々
の
雇
用

は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
退
所
者
に
は
「
困
っ
た
ち
来
な
さ
い
。
」

と
必
ず
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
退
所
望
、
毎
年
大
晦

日
に
「
病
気
を
せ
ず
に
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。
」
と
い
う
電
話
を
十
入
年
間
か
け
て
き

た
人
も
い
ま
し
た
。
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
と
い

い
ま
す
が
、
怠
け
ぐ
せ
な
ど
心
の
病
気
は
や
は
り
自

分
で
直
さ
な
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
親

や
家
族
を
思
い
、
「
お
か
げ
さ
ま
で
」
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
こ
こ
で
六
ヶ
月
間
面
倒
を
見
た
人
が
、

二
十
年
経
っ
て
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
突
然
お

見
舞
い
に
寄
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
施
設
を
利
用
し
た
人
で
更
生
し
た
人

か
ら
の
便
り
が
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
施
設
は
周
囲
の
地
域
の
人
々
の

理
解
を
得
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
町
会
の
役
員
を
務

め
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
町
内
の
一
員
と
し
て
地
域
に

と
け
込
め
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
を
お
話
下
さ
い
。

　
収
容
者
の
犯
し
た
罪
の
内
容
も
、
現
在
は
各
種
の

薬
物
乱
用
者
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
、
以
前
と
は
だ

い
ぶ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
そ
う
し
た
人
た

ち
を
収
容
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
処
遇
は
画
一
的
に

は
で
き
な
い
の
で
、
職
員
の
対
応
も
含
め
て
大
変
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
仏
教
連
合
会
の
先
師
が
、
大
変
な
ご
苦
労
の
も
と

始
め
ら
れ
た
事
業
で
す
。
会
員
の
皆
…
様
の
温
か
い
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
も
先
師
の
意
志
を
受
け
継

い
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ
れ
た
目
的
は
。

　
本
宗
で
は
、
従
来
よ
り
、
宗
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
、
会
議
や
討
論
の
場
の
提
供
な
ど
を
目
的
と
し

た
「
お
大
師
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
主
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仏教とマルチメディア

高野山真言宗
http：／／WWW．koyε＄ξオnρrJo

真言宗善運寺派
　　　　　　　総本山善通寺

http：／／WWW．niji．orJo／

　　　　zentsuJi／index．htm

1998年9月1日

　
今
回
は
、
高
野
山
真
言
宗
と
真
言
宗
善
通
寺
派
総

本
山
善
通
寺
を
ご
紹
介
す
る
。
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
　
※
　
．
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
　
高
野
山
真
言
宗

　
教
学
部
社
会
課
の
五
味
芳
道
課
長
、
高
岸
隆
光
書

記
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ

れ
た
経
緯
を
お
話
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
本
年
六
月
十
五
日
の
、
弘
法
大

師
誕
生
の
日
か
ら
正
式
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
倭
、
現
在
の
所
、
教
学
部
社
会
課
の
二
名
で

担
当
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
外
注

せ
ず
、
高
野
山
内
の
行
事
な
ど
に
応
じ
、
内
部
で
随

時
更
新
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
部
の
接
続
業
者

高野山大師教会内の端末

謝
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
遠
隔
地
か
ら
の
高
額

な
通
信
（
電
話
）
料
、
文
字
情
報
中
心
な
ど
の
技
術

的
な
課
題
を
い
く
つ
か
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
「
お
大
師
ネ
ッ
ト
」
の
精
神
を
生
か
し
、

よ
り
安
価
で
広
範
囲
の
人
々
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
発
展
的
に
移
行
し
た
も
の
で
す
。

　
特
色
と
し
て
い
る
の
は
何
で
す
か
。

　
弘
法
大
師
の
教
え
は
、
私
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
垣
根

を
越
え
、
「
生
か
せ
　
い
の
ち
」
の
名
の
も
と
、
お

互
い
の
仏
の
い
の
ち
を
磨
き
、
輝
か
し
、
自
由
に
交

流
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
こ
の
教
え
を
具

現
化
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
双
方
向
性
と

い
う
特
色
に
着
目
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
の
運
用

で
は
、
参
加
者
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情

報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
一
方

向
の
広
報
手
段
と
な
る
こ
と
を
避
け
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
ま
ず
宗
内
の
僧

侶
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
置
し
て
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
参
加
者
が
対
等
な
立
場
で
意
見
や

情
報
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
発
言
の
取
り
扱
い
や
質
問
へ
の
回
答
な

ど
、
開
設
後
に
い
く
つ
か
課
題
と
な
る
点
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、
基
本
理
念
を
大
切
に
し
て
運
営
を
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
宗
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
媒
介
と
し
て
、

様
々
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
往
来
で
き
る
よ
う
、
他
と

の
連
携
に
も
特
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

…

風鐸（ふうたく）のこえ

鰯編亭帳

る鵡霞黎雰論窩禦三関葛惣眠矯諾下墨禦鷲課弐麗罫騎鯛につ陰が

このr鼠鱒のこえ」は．縄爲脅からのメッセージのユラムです。

●8！■！57ツプ

灘難融麟灘洋弓
量璽帰網をコンセプトとするこのサイト．日々麗化させていきたいと考えてい塞す．鍍に幽幽デザインやメニュ

螺く三主黎綴欝てしまうこと枷ますがご丁承下さい漕勘ら融軌6帽臓棚に

高罫山での劇団の公誠の記事蜘隅壱畳け．柵塵させていただ意黍した．亀方公鷺の日種もお潤きし掲亘する
子定です．

贈就盈察細県で伽ている勲翻躰ジψポリーの瓢鰍行事のサポート1二麟1怖

蕊瞭

9●〃！47ツプ

ビギナーにもで轡たしOG廓一

三紮凹聖人粥「誰観鷲一口舞婁慧耕錬肇霜雪㍑蛮齢鶴農灘乱
た．

巳範MAO隠によるとアクセス・ログ解軒の剛停は次の通りです。

　　　1．レンタル・サーバー愛杜にログの疑供を申し出る

　　2、LOG解続ツー’レの願繕

高野山真善宗ホームページ
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今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
各
宗
派
の
研
究
機
関
等
が
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
、
意
見
や
情
報
を
交
換
で
き
る
場
を
提
供

す
る
中
で
、
宗
派
を
超
え
た
情
報
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
宗
門
内
の
技
能
を
持
っ
た
人
材
情
報
、
福

祉
関
連
情
報
、
災
害
時
緊
急
情
報
、
各
寺
院
の
特
色

な
ど
を
簡
単
に
検
索
し
利
用
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
も
、
現
在
研
究
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

真
言
宗
善
通
寺
派

　
　
　
　
　
総
本
山
善
通
寺

　
庶
務
部
長
の
大
林
教
善
師
、
庶
務
課
長
の
永
倉
善

野
師
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
状
況
を
お
話
下
さ
い
。

　
昨
年
よ
り
準
備
を
進
め
、
「
総
本
山
善
通
寺
」
と

　
　
　
毒
＼
　
　
　
ー
ゴ
嬉

善通寺寺務所内の端末

ご
一
「

　　　　ここ三二二二二二熱

。。誘魏鑛開二四さとそ、。、、、

遜◎

総

，・ ﾅ1

％：

山毛
　　　　　　　　　皇　逼　を　め

「四脚雌灘杏駿留滞ミ響
　帰るときには満ちたりた心で帰っていく

　　　このホー鷲顯麟驕

　
一

　
熱
鎌

つ
醐
巻
・
購
艦

雌灘杏＝駅馬曙鞍聚鑑型んだ四目
きには満ちたりた心で帰っていく・一「虚しく働きて璽ちて掲る．」

のホーh顯臓礁高調鶴野幽難恥

【ひらめ9頴の方はO引かれる纏をクリックしてください】

趨国團

総本山善通寺ホームページ

し
て
本
年
二
月
中
旬
に
開
設
し
ま
し
た
。
運
営
は
職

員
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
つ

い
て
は
外
部
の
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
の

要
望
を
入
れ
て
作
成
し
ま
し
た
。
昨
年
、
正
式
に
予

算
措
置
し
、
今
回
運
営
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
若
い
世
代
に
仏
教
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て
下
さ

い
。　
弘
法
大
師
空
海
誕
生
の
地
で
あ
る
、
総
本
山
善
通

寺
の
紹
介
を
中
心
に
し
、
一
般
の
方
々
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
善

通
寺
大
会
陽
は
だ
か
ま
つ
り
」
「
空
海
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
な
ど
の
独
特
な
行
事
の
案
内
も
写
真
入
り
で

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
善
通
寺
市
や
、
商
工
会
議
所
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
な
る
べ
く
重
複

し
な
い
よ
う
に
内
容
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
構
成
の
特
色
と
し
て
は
善
通
寺
の
現
存
す
る
門
を

通
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
部
分
に
入
れ
る
よ
う

に
し
た
り
、
弘
法
大
師
の
一
代
記
を
讃
岐
弁
で
紹
介

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
し
み
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
星
占
い
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

置
し
て
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
善
通
寺
は
平
成
十
七
年
に
創
建
千
二
百
年

を
迎
え
ま
す
。
善
通
寺
は
弘
法
大
師
の
父
君
、
佐
伯

善
通
公
の
菩
提
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
お
寺
で
す
。

　
こ
の
お
寺
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
頂
き
、
ご

参
詣
頂
け
る
よ
う
に
「
善
通
寺
遍
照
会
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
に
は
「
へ
ん
じ
ょ
う
」
と
い
う
機
関
誌

が
送
付
さ
れ
、
各
種
法
要
・
行
事
の
案
内
が
な
さ
れ

ま
す
。
こ
の
会
の
入
会
申
し
込
み
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
入
手
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
望
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
お
遍
路
さ
ん
、
信
者
さ
ん
だ
け
で

は
な
く
、
周
辺
地
域
の
方
、
宗
派
を
超
え
た
一
般
の

方
々
に
お
寺
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
助
と
し
て
、
今
回
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
い
う
門
戸
を
開
い
て
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
他

宗
派
、
ま
た
、
善
通
寺
派
の
青
年
会
と
の
連
携
等
の

強
化
の
必
要
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
宗
内
の
事
務
処
理
の
効
率
化
に
つ
い
て

も
、
現
在
検
討
や
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
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東
京
都
仏
教
連
合
会
総
会

　
六
月
二
十
二
日
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
総
会
が
、

築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
。

　
午
後
二
時
よ
り
理
事
会
、
午
後
三
時
よ
り
総
会
が

開
催
さ
れ
平
成
九
年
度
の
会
務
報
告
・
決
算
報
告
・

監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。
本
会
の
蓮
事
務
総
長
の
挨

拶
の
後
、
吉
橋
財
務
部
長
が
今
秋
開
催
さ
れ
る
W
F

B
世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー
大
会
の
説
明
を
行
っ

た
。
　
引
き
続
き
四
時
か
ら
同
別
院
第
二
伝
道
会
館
で
、

立
錐
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
の
会
員
の
出
席
の
も
と
、

「
宗
教
法
人
法
一
部
改
正
法
」
に
関
す
る
講
演
会
・

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
記
入
式
提
出
書
類
用
紙
と
書

式
の
入
っ
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
が
出
席
者
に
配

布
さ
れ
た
。

　　

｢
界
平
和
祈
り
の
集
い

　
八
月
四
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
、
比
叡
山
宗
教
サ

ミ
ッ
ト
十
一
周
年
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
が
開
催
さ

れ
た
。
本
会
か
ら
三
浦
同
和
推
進
部
次
長
が
出
席
し

た
。　
午
後
三
時
、
藤
光
賢
天
台
宗
宗
務
総
長
の
開
式
の

辞
に
続
き
、
平
和
祈
願
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

　
次
に
平
和
の
祈
り
の
乱
戦
、
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗

読
、
国
内
外
の
宗
教
界
代
表
者
の
来
賓
挨
拶
と
続
き
、

参
加
者
一
同
が
『
平
和
の
合
い
言
葉
』
を
唱
和
、
世

一
九
九
八
年
九
月
一
日
発
行

　
　
　
月
　
　
第
四
四

発
行
人
　
蓮

界
平
和
を
祈
念
し
閉
式
し
た
。

蓑
垂
務
《
局
量
録
募
多
ミ

　
　
　
　
一
八
月
1

　
　
四
日

＋
一
日

二
＋
七
日

二
＋
入
日

二
＋
九
日

世
界
平
和
祈
り
の
集
い
出
席

日
豊
連
税
制
特
別
委
員
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議

岐
阜
県
仏
教
徒
大
会
出
席

徳
■
義
孝
師
（
全
仏
元
常
務
理
事
）

七
月
二
十
五
日
遷
化
　
七
十
入
歳

高
野
山
真
言
宗
元
宗
務
総
長

直
販
信
雄
師
（
全
蔦
元
常
務
理
事
）

七
月
二
十
六
日
遷
化
　
九
十
一
歳

真
宗
大
谷
派
元
宗
務
総
長

8
－
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3
ー
ー
。
。
一
3
一
各
u
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8
－
8
－
3
n
ー
ロ
ピ
9
一
言
一
3
－
8
－
2
一
。
一
8
ー
ー
8
－
8
一
。
一
8
－
8
一
審
一
8
－
3
一
零
一
§
旧
3
n
u
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世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー
大
会
参
加
者
募
集

　
第
二
十
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
大
会
）
が
、

「
仏
教
と
二
十
一
世
紀
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
本

年
十
月
二
十
九
日
よ
り
、
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
只
今
、
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

　
参
加
者
は
、
濱
野
堅
照
会
長
、
不
破
仁
理
事
長
と

と
も
に
公
式
代
表
団
と
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
に
出
席
で
き
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
う
り
ア
は
、
こ
の
時
期
爽
や
か
な
初
夏

に
あ
た
り
、
旅
行
に
は
最
適
の
好
季
で
す
。
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◎
A
コ
ー
ス
（
東
京
・
大
阪
発
）

　
十
月
二
十
六
日
（
月
）
一
十
一
月
一
日
（
日
）
七
日
間

　
旅
行
代
金
：
一
一
十
四
万
一
千
円

清
　
典
　
　
発
行
所
　
　
財
団
法
人
　
全

日

　
　
シ
ド
ニ
ー
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
内
観
光
、
カ
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽

　
の
日
本
人
戦
没
者
墓
地
参
拝
な
ど
の
後
、
大
会
開

　
会
式
に
参
加
す
る
ツ
ア
ー
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

◎
B
コ
ー
ス
（
東
京
・
大
阪
発
）

　
十
月
二
十
六
日
（
月
）
一
十
一
月
一
日
（
日
）
七
日
間

　
旅
行
代
金
・
・
十
六
万
二
千
円
　
（
オ
プ
シ
ョ
ン
別
）

　
　
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
組
み
合
わ
せ
シ
ド
ニ

　
一
に
滞
在
、
大
会
開
会
式
に
臨
む
ツ
ア
ー
で
す
。

◎
　
申
込
〆
切
　
九
月
二
十
一
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
定
貝
に
な
り
次
第
〆
切
。
お
早
め
に
）

※
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
電
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〇
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－
三
四
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二
七
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会
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l
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芝
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園
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－
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